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（百万円未満切捨て）

1. 平成26年10月期第2四半期の業績（平成25年11月1日～平成26年4月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年10月期第2四半期 1,998 57.9 448 120.5 515 92.0 305 82.6
25年10月期第2四半期 1,265 △0.9 203 59.3 268 46.4 167 62.1

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

26年10月期第2四半期 24.80 ―
25年10月期第2四半期 13.58 ―

(2) 財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

26年10月期第2四半期 5,975 5,255 87.5 424.07
25年10月期 5,621 4,977 88.5 403.77
（参考）自己資本 26年10月期第2四半期 5,227百万円 25年10月期 4,977百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年10月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
26年10月期 ― 5.00
26年10月期（予想） ― 8.00 13.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成26年10月期の業績予想（平成25年11月 1日～平成26年10月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,300 23.4 688 191.7 800 115.5 490 112.0 39.75

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年10月期2Q 15,560,000 株 25年10月期 15,560,000 株
② 期末自己株式数 26年10月期2Q 3,232,082 株 25年10月期 3,232,082 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年10月期2Q 12,327,918 株 25年10月期2Q 12,327,941 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想の前提条件その他に関する事項については、添付資料の３ページ「1．（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照下さい。なお、実
際の業績等は今後、様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間（平成25年11月１日～平成26年４月30日）におけるわが国経済は、上場企業の平成26年３

月期の経常利益が、リーマン・ショック前の最高益だった平成20年３月期の96％の水準まで回復し、前期と比べて

も36％増加するなど、需要の拡大や円安を追い風に、売上を増やしながら利益を伸ばす構造が鮮明となる中で推移

しました。

「大・労働力不足時代が来る」（平成26年５月28日付「日本経済新聞」より）ともあるように、現時点におい

て、パート・アルバイトから正社員に至るまで、連日「人手不足」というキーワードが報道されない日はないとい

うほど企業の「人手不足感」が高まっており、３月の有効求人倍率は、1.07倍と６年９か月ぶりの高水準となるな

ど、雇用環境は、ますます好転しております。

新卒採用につきましても、従前の「買い手市場」から「売り手市場」に流れが変わり、採用母集団の形成から選

考の各過程において苦戦する企業が続出し、主力の「就職博」を中心に順調に売上高を伸ばすことができました。

また、中途採用市場での人手不足も深刻化しており、内需関連をはじめとした幅広い業種において求人の引き合

いが活発化しました結果、20代の若手人材専門就職サイト「Ｒｅ就活」の売上高も堅調に推移しました。

公的分野商品につきましても、追加の受託案件による売上計上があり、全体の売上高を押し上げる一因となりま

した。

その結果、当第２四半期累計期間における売上高は 百万円（前年同期比157.9％）、経常利益は 百万

円（前年同期比192.0％）となりました。

なお、当社の主たる事業である「就職情報事業」については、次のとおりであります。

○就職情報事業

当第２四半期累計期間（平成25年11月１日～平成26年４月30日）における新卒採用市場につきましては、景気の

回復を受けて企業の採用意欲が旺盛となり、平成27年３月卒の大卒採用計画では、全体で平成26年３月卒の実績比

16.6％増となりました（日本経済新聞社「2015年春採用計画調査」）。特に小売りや建設などの非製造業では18.

５％増と４年連続で２ケタの伸びを示すなど、採用活動は過熱化しております。

その結果、応募学生の母集団や会社説明会への参加が、軒並み例年と比べ20～30％以上減少する企業が続出し、

大手といえども苦戦を強いられるケースが顕在化し、その影響は中堅・中小企業にも拡がっております。

そのような中、当社の主力商品である「就職博」は、その効果性に期待が寄せられ引き合いが増加し、参加企業

ブース数は前期第２四半期累計期間の1,291ブースから、1,612ブース（前年同期比124.9％）となり、売上高は5億

48百万円（前年同期比125.2％）となりました。

また、新卒向け就職サイト「朝日学情ナビ」においても初めて大卒を採用するという新規企業や数年採用を手控

えていた旧既存企業からの復活受注等が活発化し、売上高は2億65百万円（前年同期比111.8％）となりました。

中途採用商品では、20代の若手人材専門就職サイト「Ｒｅ就活」が流通・小売・外食産業・建設・サービス業な

ど幅広い業種で「人手不足」による求人が増加し、売上高は1億79百万円（前年同期比128.4％）と大きな伸びとな

りました。併せまして、公的分野商品においても追加の受託案件を獲得したことにより、売上高は5億87百万円

（前年同期比804.5％）となりました。

その結果、当第２四半期累計期間における就職情報事業全体の売上高は18億94百万円（前年同期比160.8％）と

なりました。

（4月の消費税増税の影響について）

４月１日より消費税の引き上げが行われましたが、当社の4月単月売上高につきましては、前年同月比177.4％と

なりました。また、就職情報事業全体の引き合いについても前年同月比161.7％と非常に好調に推移しておりま

す。このように、当社においては、４月からの消費税増税による影響はあるものの、それを凌駕する活発な引き合

いがあり、今後も継続するものと期待しております。

１．当四半期決算に関する定性的情報

19億98 5億15
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（２）財政状態に関する説明

①財政状態の分析

当第２四半期末の総資産の残高は、前事業年度末と比べ3億54百万円増加し、 百万円となりました。

（流動資産）

当第２四半期末における流動資産の残高は、前事業年度末と比べ12億7百万円増加し、 円となりました。

これは主に、現金及び預金の増加10億30百万円、有価証券の増加3億2百万円、受取手形及び売掛金の減少1億38

百万円があったことによるものです。

（固定資産）

当第２四半期末における固定資産の残高は、前事業年度末と比べ8億53百万円減少し、 百万円となりま

した。これは主に、長期預金の流動資産への振替6億円、投資有価証券の減少2億81百万円があったことによるも

のです。

（流動負債）

当第２四半期末における流動負債の残高は、前事業年度末と比べ75百万円増加し、 百万円となりまし

た。これは主に、未払法人税等の増加1億31百万円、支払手形及び買掛金の減少56百万円があったことによるも

のです。

（固定負債）

当第２四半期末における固定負債の残高は、前事業年度末と比べ著増減が無く、 百万円となりました。

（純資産）

当第２四半期末における純資産の残高は、前事業年度末と比べ2億77百万円増加し、 百万円となりまし

た。これは、四半期純利益 百万円、配当金の支払い61百万円、その他有価証券評価差額金の増加6百万円、

新株予約権の増加 百万円があったことによるものです。

②キャッシュ・フローの分析

当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べて 百万円

増加し、 百万円（前事業年度比178.4％）となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動の結果、増加した資金は 百万円（前年同四半期比331.9％）とな

りました。これは主に、税引前四半期純利益が生じたことによる資金の増加 百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動の結果、支出した資金は 百万円（前年同四半期は1百万円の支出）

となりました。これは主に、無形固定資産の取得による支出 百万円、有形固定資産の取得による支出 百万

円、投資有価証券の償還による収入 円及び取得による支出 百万円及び売却による収入 百万円によるも

のです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動の結果、支出した資金は 百万円（前年同四半期比64.4％）となりま

した。これは、配当金の支払による支出 百万円、新株予約権の発行による収入 百万円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年10月期の業績予想につきましては、平成26年３月10日に公表しました通期業績予想から変更はございま

せん。

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年10月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,089,798 2,119,911

受取手形及び売掛金 404,015 265,615

有価証券 201,010 503,280

未成制作費 7,473 26,815

前払費用 38,200 30,088

繰延税金資産 39,694 37,034

その他 12,152 17,548

貸倒引当金 △133 △86

流動資産合計 1,792,212 3,000,209

固定資産

有形固定資産

建物 657,884 663,228

減価償却累計額 △273,330 △278,724

建物（純額） 384,554 384,504

構築物 6,159 6,159

減価償却累計額 △5,057 △5,136

構築物（純額） 1,102 1,023

機械及び装置 3,428 3,428

減価償却累計額 △2,814 △2,858

機械及び装置（純額） 613 569

工具、器具及び備品 26,986 27,882

減価償却累計額 △17,554 △17,689

工具、器具及び備品（純額） 9,431 10,192

土地 526,457 526,457

有形固定資産合計 922,158 922,748

無形固定資産

ソフトウエア 116,873 142,647

電話加入権 6,505 6,505

無形固定資産合計 123,378 149,152

投資その他の資産

投資有価証券 2,002,780 1,721,383

差入保証金 56,422 55,599

長期預金 600,000 －

保険積立金 105,318 109,654

その他 26,642 24,233

貸倒引当金 △7,050 △7,050

投資その他の資産合計 2,784,114 1,903,819

固定資産合計 3,829,651 2,975,720

資産合計 5,621,863 5,975,930
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年10月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年４月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 126,483 69,807

未払金 35,125 26,029

未払法人税等 69,392 201,216

その他 124,766 133,841

流動負債合計 355,767 430,895

固定負債

長期未払金 217,800 217,800

繰延税金負債 49,834 51,283

長期預り保証金 20,760 20,760

固定負債合計 288,394 289,843

負債合計 644,162 720,739

純資産の部

株主資本

資本金 1,500,000 1,500,000

資本剰余金 1,661,326 1,661,326

利益剰余金 3,189,466 3,433,537

自己株式 △1,460,465 △1,460,465

株主資本合計 4,890,327 5,134,399

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 87,373 93,521

評価・換算差額等合計 87,373 93,521

新株予約権 － 27,270

純資産合計 4,977,701 5,255,190

負債純資産合計 5,621,863 5,975,930
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（２）四半期損益計算書
（第２四半期累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年11月１日
至 平成25年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年４月30日)

売上高 1,265,664 1,998,501

売上原価 539,051 1,001,702

売上総利益 726,613 996,798

販売費及び一般管理費 523,120 548,096

営業利益 203,492 448,701

営業外収益

受取利息 1,196 695

有価証券利息 36,208 35,898

受取配当金 2,108 1,844

受取家賃 24,505 24,661

その他 6,191 13,068

営業外収益合計 70,210 76,169

営業外費用

不動産賃貸原価 4,673 4,463

新株予約権発行費 － 5,277

その他 709 －

営業外費用合計 5,383 9,740

経常利益 268,319 515,130

特別損失

固定資産除却損 － 2,674

特別損失合計 － 2,674

税引前四半期純利益 268,319 512,455

法人税、住民税及び事業税 74,062 206,033

法人税等調整額 26,831 711

法人税等合計 100,893 206,744

四半期純利益 167,425 305,711
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年11月１日
至 平成25年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 268,319 512,455

減価償却費 34,260 32,121

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,787 －

前払年金費用の増減額（△は増加） △9,329 2,409

受取利息及び受取配当金 △39,513 △38,438

固定資産除却損 － 2,674

売上債権の増減額（△は増加） 23,787 147,715

仕入債務の増減額（△は減少） 5,858 △56,675

その他 △38,441 △27,165

小計 240,155 575,097

利息及び配当金の受取額 24,673 23,962

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △107,184 △75,912

営業活動によるキャッシュ・フロー 157,644 523,147

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △400 △12,703

無形固定資産の取得による支出 △22,037 △48,457

投資有価証券の取得による支出 △140,201 △104,994

投資有価証券の売却による収入 15,682 12,309

投資有価証券の償還による収入 150,000 100,000

その他 △4,185 423

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,142 △53,421

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △12 －

配当金の支払額 △61,542 △61,611

新株予約権の発行による収入 － 21,992

財務活動によるキャッシュ・フロー △61,555 △39,618

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 94,946 430,107

現金及び現金同等物の期首残高 433,173 548,184

現金及び現金同等物の四半期末残高 528,119 978,292
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

当社の主たる事業は就職情報事業であり、その他の事業の売上高、セグメント利益等の金額は、全事業セグメン

トの合計額に占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）
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